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な
ｓ

彗

殉

に
乃
夫

の
供

夕

お

り

こ
聞

‘＞
た

全

一層

に

ヽ
行

手

ｔ
阻

ま

与

色

退

極

ま

，
た

。
だ

然

と
Ｌ
た
全
言

Ｆ

ｚお

雪

子

興
Ｉ

（
肴

ぶ
言

う

ｏ

「
父

上

二

も
の

山

の

上

に

１１

塩

通

の

あ

城

と

■

ヽ

今

一員

ち

小

く

の

ｔ

兄

言

」

∵

見

表

こ

れ

た

こ

の

全

麦

二

ゑ

如

應
自

刀

一メ

５

冨

二

■

な

〓
ｆ
て

は

な

い

か

ｏ
　
だ

小

ス

」

ス

森

ゝ
ち

こ

・致

―■

一颯

一，

た

ｏ

■

気

に

―
一
■

ｔ

僧
√

む

，
Ｉ

乃

兵

の

小

冤

右

捩

」
・
　

■

の

幕

膊

嘆

く

ヒ

ｔ

亮

＾
モ

と

ｔ

只

‘ん

た

と

い

Ｄヽ

ｏ

色

刀

ナ＆

〓

反

に

着
廷

嗜

Ｌ

一に

争

勇

は

で
あ

ス
黒

■

二
口

に

止

め

５

楓

二

行

１１

禾

た

■

こ

　

　

と
Ｌ

一こ

こ

Ｌ

た

。

浜

こ

に
山

ソ

子
喬

い
た

一
行

に

・
■

´
１

詮

革

た

行

な

‐
、
ぅ

次

の
よ
う

な

案

仁

株

５

事

ヒ

し

た

。

「
尽
一
間

の

行

動

に

人

日

に

ヱ色

く

ｏ

し

ケ

ｔ

ｉ
口

和

苦

虎

田

段

の

尾

Ｓ

代

た

増

ふ

ご

き

Ｓ

ｏ

な
生

越

え

？

垣

博

多

勢

に

無

勢

占
一取
早

二

の

こ

亡

わ

め

ま

で
ｔ

ラ）
れ

に

亀

ソ
ニ

戦

２

Ｚ

げ

き

一
３

事

は

か
な

わ

ぬ

‥

夜

菫

侍

，
■
白

に

来

り

困ヽ

ノ

Ｌ

ぉ

、

ご

Ｌ

少

Ｌ

全

・壕

博

勇

亡

根

，
Ｉ

一一了

た

。
一息

の

村

上

段

に

動

け

な

た

め

百

三

小

上

兼

で

お

［
Ｐ

Ｆ

Ｋ

卜

輩

汗

際

の
２

子

ま

νニ

ニ

″
μ

ぼ

Ь

■

言

ｈ
困

ノ
自

の
金

ご

手

の
住

僧

打

３

こ
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碁

風

に

を

ド
↑
潟

和

乙
ｔ

岳

わ
楓

■
ヌ
武
京

の
人
■
お

，
た

。
許

の
こ

り
・
彼

暉
全

・反
成

霧

の
際

―■
１

足

蔵

濠

い

行
・勁

ｔ

撃

ｉ

ｏ
５

“

↑

戻

べ

ま

の
風

評

ｔ

流

し
た

書

●

・
柔

に
壼

二

の
行

手

に

細

左

韓

け

た

後

で
あ

，
た

ｏ

子

う
に
再

梨

羽
勢

ぶ
二
Ｆ

乃

の
海

上

Ｌ

竹
票
衆

４
、澤

の
海

質

杏

脅

も

受

け

ヽ
上
・わ
Ｌ

六
一マ
”寺

・嘉
汗

な

霧

ぐ

ｏ

と
ば

る

と
す

ね

け
上
摯

ろ́
Ｌ
小

■
の
５

三
二
課

ト

リ
山

間

仁

マ凝

，
■
深
．三
一

声
Ｆ

扱

け
了

重

に

は

梓ヽ

上
春

た

と

ろ
朦

小

沐

邦

の

手
督

へ
十
署
　
が

人
フ
な
ど
ヽ
と
有

，

な

え

■
的
た

ｏ
一
汚

三
斤

な
Ｓ

糸

や

本

原

こ

り
ら
弩

費

に

至

ぢ

道

に
は

乃ヽ
き

宗

嬌̈

づ

准

景

の
書

田

ス
来

の

論

ホ

壌

稔ヽ

飼

え

承

と

声

―■

．
手

勢

麗

軒

〓

引

き

重

れ

事

一

占
一
な

Ｓ
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Ｌ

一案
父
二
重

摯

え

訊

導

ヽ
次

命
‡

ゝ

４

議
織
機

〓

直

え

よ
鷹
環

ｉ

譲

壽
３
１

．‘義

ｔ
ゝ

さ
ア

や

０
者

在

慮

欧

す

恣

０
だ

農

め
―
ヤ

ヽ
な

鷲

か
薫

ｔ
、
ｔ
選

足

ふ

ふ

坤

■
為

６

・）
辱

一
Ｌ

竜
角

の
意

茎

求

承

す

る

な
ど
戯
卜
し
■
晟
機
ｔ
・〓
■
Ｒ
導
↓
―■
な
い
ゴ

治

壼
ド

尊

父

の

輸

機

機

薇

い

ヽ
転

ギ

ｓ

ξ

幾

垂
‐ｌ

∵

た
０

や
拳
■
全
言

森
数

の
点

ｔ

沢

亨

ふ

゛

績

手

の

バ

彎

Ｌ

噂

ヽ
冷

芙

一難

濃

諄

宋

誘

■

，
壌

票
晨

の
購

小

〓

７
、
お
３

ｉ
ｔ

（
熟
題

評

ξ

足

０

曲

名

ぶ

養

‘
狂

Ｂ

楓

■

ヽ

難

手

き

事

管

藝

良

凄^

菫

す
ノ
ふ

鶴

れ

含

書

な

卜

え

す

る

た

活

の

も

ょ

ジ
・
島

村

減

た

級

卜

こ

気

た

ｏ
全

・護

障

菫

承

て
ヽ
武

め

漱

Ъ

韓

ｔ

ュ

ソ

〓

ぇ

ず

二

森

の

名

と

共

に

∵
領

層

ぶ

一轟

城
Ｊ

〓
菫

一
二
―

一
１

ド

λ

豊

全

震

〓
権

総

死

露

め
旅

鋒

に

な

Ь

ゝ

と

雛
Ｆ
警

奪

忠
め

身

命

た

こ
さ

露

曇

ｔ

知

ｓ

者

小

ン
た
。

二
〈

購

一芦
Ｔ

豫

鴫

貯
薄

職
総

ｔ

島

５

ｏ
入
農

含

磨

簿
糸

崎

ハ
幡
露

め

な

麟

て
和

晨

Ｌ

・・稔
人
な

別

れ
ま

肱
サ
ーサ

■

．

♂

爵

薦
負

も

今

雛

の

み

ｆ

人
象

り

に

電

い
と

ぉ

ｔ

ゝ

〓
き

Ь

ｏ
本

源

〓

Ｔ
簿
な

場

？
曇

、
と
■
■

９

鸞

ヤ

ム

饉

裁

嵐

骨

≫

き

一碁
‘
ｔ

・滑

さ

集

六
露

二
種

な
め
今

の
喬

に

ヽ
小
《

二
乗

ｔ
吾
い

５
，

神
玉

，

申

，

。
↓
ご
ヽ
こ
（

へ
ご

と
静
纂
氏
す

へ
や
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
覆

町

を

導〓」
株

く
二
丼

毎
卜

を

ご

と

■

入

造

簿

ゞ
／
卜

と

路

晨

４

■

れ

た

、
主

体

簿

後

概

人

ぶ

森

貞

」

た

議

ｔ
纂

３

．議
彎

十

一奪

わ

薇

■

い

３

，
入



棋

Ｌ

ま

，
■
奪

嵐

さ

せ

ふ

れ

た

。

■

一

導

六

円

真

治

な

３

縁

梨

壼

手

Ｆ

冗

■
た

，
■

次
の
よ

ヽ
な

ｎ

客́

で
あ

，
た
‘
「
小
早

Ｔ
家

０

象

や
な

な

二
百

１■

分

小
体

■

争

，
■
『
Ｓ

と

澪

モ

ヘ

の

健

で

お

Ｓ

ｔ
基

象

の

食

・奮

で
あ

３

・

に

や

途

驚

め

激

い
に

仁

ｔ

■

濠

為

ぶ

準

な

棋

い

る

ぶ

Ｐ

に

ｔ

よ

」
ｏ

蜂
豪

諄

乃

美

晨

に

軍

震

ｔ

上

け
、
ホ

囃

＝

隆

澤

は

朴

宰

川

″Ａ

命

定

犠

・塚

茎

終

ぐ

奪

と
な

二
号

隆

景

縛

奮
戸

な
５
ぶ

露

？

島

典

森

に

入

森

ヽ
ス

礁

ふ

の
諫

こ

六

毒

の
人

１

票

中

■

お

げ

る

。
ス
臨

乱

博
兎

返

ヽ

細

髪

Ｌ

■
祥

彙

―■
帰

依

Ｌ

、

み

椰
環

‐
ｌ

λ

山

れ

た

。
広

名

在

・ス

密

え

湯

Ｌ

言

、

三

二

で

メ
‐
、
早

―‐―

氏

の

ｎ

ら

導

土

缶

落

迭

す

も

通

て

お

つ

た

。

五́

論

争

に
家

代
た

日
坂
含

夏

は

ヽ
本

纂
史

小

輩

簿

の

環

石

城

―・
腱

機

し
た

。
澪

撥

ホ
皐

海
一家

■

継

ご
二
幡
れ

■
・轟

山
バ

舎

ｉ

Ｌ
４

≫
た

ホ
早

―
……
盗

暑
―

お

も

李

た
の
代
津

民

ゃ

な

マ
に

な

Ｏ

ｉ

号

自

分

の
高

山

栞

入

森

１

組

上

せ

ん

と

し

た

，
入

直

全

・反

へ
３

頚
」
簿

強

ｔ

■ヽ
の
獄
数

ｔ
』
魂
´
た

■

↓

亀

ｒ
　

ｔ

か



ζの
螢

筋

に

属

わ

り

な

く

た

の

有

力

六

名

な

Ｓ

を
く

ｚ
Ｉ

ヒ

″
一
ス

ｆ

Ｉ

尼

と

仲

ぐ

亨

慮

す
」
Ｌ

■

魯

す、
■

な

が

，
た

。
彙

た

■
い
た

わ
杜
角

一冤

た

５

尾

コ

小
軍

―
―
―
一卜

に

と

り
二

一曰
な
Ｓ

彼

二

Ｌ
鳥

ベ

Ｔ

尿

ｔ

凌

ぐ

守

‐，
在

持

っ
竹

・晨

ヽ
竹

一燎

小

ロ

“
一●

こ

の
全

体

は
ヽ
二
だ
層

一半
以
来

の
由
絶

お

３

小
（手
柚
肝

杏
凄鷲
栄

す
３

ヽ
絶

時

の
森
会

■
お

，　
ｔ
′、　
。

ｌ

Ｆｌ

二

・Ｔ

∵

准

景

に
よ
ヽ

こ

⊃
，省

一
‥
―
―
膚

■

ｔ

ｔ
ゝ
ケ
け

５

れ

た

乃

ス

准

昇

博

う

澪

．彙

に

電

買

・
仁

の

一
族

ｆ
〓

え

尋

に

卸

Ｓ

こ

な

１７

■

，

二

の

絡

果

梨

羽

責

、
小

象

斤

等

ぶ

ス

持

に
１
わ
ソ

憂
ミ

ス
砲

丸
の
帰

戒

■

橋

極

綺

一〓

“了

１

子

■

靡

梨

壼

平
争

■

ゝ

う
一
体

に
同

一二

す

３

に

〓
エ

フ

た

ｏ

洛

口

小
軍

川
一界

ｒ

羅

そ

こ

？

足

負

Ｆ

基

重

界

こ

礎

え

る

ろ

●

に

六
き

く

動

叫
た

ｏ

こ

代

に

対

Ｌ

■

日ヽ
瑕
八
‘二
今
一員

■
員

言

三

二

一

倉

■

室
・
ヽ
多

く

の

な

・冨

人

■
二
■

、コ
に
」
た

こ
う」
３

て
ｔ

ス
亀

魚

在

二

と

仲

Ｃ

ヽ
き

下

ｔ

Ｌ

ｉ
代

が
不

都

合

４

Ｓ

ば

ユ

門

・裁

拳

衆

の

中

小

ミ
）

一秀

↓省

女
二

こ

よ

ヽ
こ

て

ム
ー

７

健

民

の

姿

署
↑

む

奥

え
３

の

―■

免

ヱ

在

綻

フ
ぢ
与

Ｉ

・
乙

三

対

・弄

ｔ

嘔

た

た

。

ロ

湾

コ

小

早

り

一ス

？

家

嗜

左

Ю
ぐ

３

姜

う
‐
Ｌ
、

テＥ

森

奎

透

間

ｔ
升

晨

ｔ

行

４

わ

代

た
。

，

め
薄

ス

亀

穴

茎

一〓

墨

さ

せ
る

六

表

名

分

（
黒

ｏ
と

し

■
ヽ
口

坂

倉

晨

三
‐
反

対

・ス

ホ

慢

ｉ

■
島

っ

＋
、
ｃ
　

ｔ

小

‥
」

薇

ろ
う

の

一言
バ
ご

二
三

，
７

一
伊

ヨ
ヘ
二
一
暮

ヽ

食

中

絆
口
足

ｏ

各

医

応

・
紋

に

，

三

代

「、
察

返

ジ

「ご

に

踏

七
４

Ｋ
ｌ

澪

局

こ

の

事

■
占

ニ

ニ

０
二
つ
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三

『六

中

澄

宗

１１

ヌ
婆

■

支
」
呼

一
・吾

こ
う

と
ヽ

こ

の
薇Ｔ

二

た

，

標
ご

と

〕馬

り
二

年
に

入

ｋ

■

し

ま

ｌ
た

ｏ

一贅
∴

た

の
に

Ｂ

Ｅ

小
ｒ
，
Ｌ
一ｋ

の

一宿

一こ
二
年
梨

憂

一子

■
お

５

。

彼

は

ハ
局

分

た

し

■
許

ゝ

″
皇

Ｔ

Ｄ

た

か
ぬ
瞥

素

打

〓
”
■
う
と

Ｌ

声
∴

ｏ

曰
象

後

の

一千

縁

乙

ｔ

■

ヽ

き

１

型

の

・右
看

軍

に

伝

ｎ
ｔ

疋

Ｓ

ｔ

た

。
Ｌ

な
Ｌ

票

―■

行
軍

の
た

力

に

弱

体

化

し

Ｉ

●
ツ
夫

「

吾

‘

・■

な
一，
軍

澪
モ

き

を

う
」

た
。

一ヽ
．

２

く
こ

く

登

一子

障

二
た

２

の
た

こ

と
共

に
、

ろ

日

？

Ｆ

利

元

訳

ｔ

訪

ね

島

毛

在

桑

う

た

ｏ

し

な
Ｌ

元

一ス

は

熟

略

の

ハ
一ス

て
お

子

隆

曰環

に

よ

る

沼

口

小

早

出

一覆

の

在

重

一一ガ
た

■

ｏ
た

の

で

お

‘

。

■

二
【

像

轟
１

議

弘

中

准

“ス

に

は

准

・
・と

∵

マ

編

″

役

の
缶

〓

心

（
尾

た

。
傾

再

六
貞

弓

心

絆
“
Ｚ

ハ

の

上
名

理

婁

ｔ

末

べ

た
看

±
ら

の
家

一二
ム
壁

雌
一凄
■́
Ｚ
第

に
仁

ず

‘

長
Ｔ

一
子

中

マ́

‘
宅

絡
Ｌ
皇
一
要

在

貫

，
ｓ

ｔ
た

ｏ
毛

二

■
五

こ
″昇
け
ア
方

Ｓ
Ｉ

の
一詞
略

．募

４

の
■
お

５

。

彼

ほ

颯

口
小

早

讐

バ

の
石

力

を

一原

晨

）乃

実

澄

翼

ｔ

２
ュ
・ク

に
表
得
し

た

。
曰
く

ピ
ロ
ロ

の

ス

熟

ス

仁

見

居

さ

■

ｔ

の

妹

と

竹

一貯

小
軍

―――
の
″
階

環

と
在

め
あ

わ

ｔ

■
、
沼

Ｐ

奮
康

一月
小
早

――‐
斤

々
」

今

体

さ

せ

た

も

い
な

な

Ｔ

」
と

ｏ
後

景

‐■・
奮

［

Ｒ

Ｏ
）言
ハ
ス
“
て
た

く
。
量
ハ
交

〓て
」凛
一人
ま
（
嗜

七二
一牽

の

．武

看

で

ｊ
う

の

露

義

人
、
看

来

の

癸

雇

ｔ

・え

分

調

行

Ｔ

さ

Ｓ

ｏ

彼

■

看

手

に

２

ス
‘

事

‐■

ｒ
Ｃ

小

早

―――
民

の

一家

中

に

行
享
な
の
争

ァ゙

ー

ゎ

竃
′
‘
‐

ヒ

く
（

３

の

■

お

く
ｏ
．

当

時

渦

ホ

六

名

小

称

□

第

１

片
ｒ

一
」
薇

く

み

、



こζ)

一
あ

時

六

潟

勢

と

」

■

従

軍

Ｌ

■

」，
た

一
乃

Ｔ

Ｅ

け
た

の

■
あ

て
１

君

田

ネ

早

期

王

子

に

ヽ
民

却

の

食

中

で

一　

さ

千

六

肝

表

隆

■

ヽ
分
自
』
の

凝

）Ｚ

‘́‐、
二
Ｓ
篠

諭

死

に

Ｌ

■

Ｌ

よ

フ

た

ｏ

一家

督

左

用

い

な

す
マ

壽

乙

麻

Ｌ

・

社

山

五

た

弘

中

准

京

‘

配

し

の

１

〓

目

の

幼

リ
ス

亀

九

ご
素

平

）
で

葛
Ｊ

Ｔ

い

た

。

ス
亀

人

に

ヽ
隆

兼

９

冥

え

べ

甚

だ

雇

た

ｏ

い霧

□

■

■

の

看

Ｉ
Ｅ

日

の

ｉ

３

色

象

下

，
た

。

■

代

に

奸

壼

及

た

、
沼

口

小

颯

―
―
―

一六

の

く

事

に
■
秩

の
名

Ｌ

に

と

，
■

不

一Ｔ

を

　

一・鷹

晨

ヽ
竹

一凍

小
早

チーー

の
当
一
二

促

寿

八
（
隆

景

Ｉ

百

内

ま

る

に

可
愛

小

Ｓ

ｌ

係

葬

１

賜

わ

り

小

軍

物

■
あ

つ
た

ｏ

一否

叉

十

三

年

十

日

ヽ
こ

子

民

の

周

で

最

強

丁

ス

Ｆ

耶

隆

景

ｔ

務

ｔ

■

‐，

■

ｃ

隆

ξ
ふ

‐
‥

モ

和

の

入

力

一ｉ

調

３

登

久

の

次

男

ロ

ス

父

子

丁
冗
嵐

２

・一
号

■

ヽ
偽

後

の

だ

子

勢

々

の

久

ｆ

ｆ

ｒ
∴

ｓ

気
た

・莉

・ｚ

）冗

呼

７
Ｉ

Ｉ

稲

君

一
■

る

理

要

塁

雲

〓

求

零

し

１

・ニ

ニ

病

玉

手

に

者
、
の

人

お

ソ

と

遭

楓

Ｓ

ｋ

た

一月

ヨ

栞

二

現

わ

Ｌ

た

。

手

な

■

存

ユ

バ

ス

警

―
‥

ス

ーー

子

Ｅ

賜

の
行

六
着

こ

。
こ

代
竿

小
Ь

戌

Ъ

雇

子

一
賣

ｆ

ｔ

り
ら

躍

〓

し
，
■

の
力

■

坪

生

五

‐・
二

の
軍

驚

が

一月

下

ヽ
沼

口

？

高

山

督

亡

旬

日
一
４

周

賜
曰

た

ｔ

一
絆
所

の

二
６
二
十
ろ

の
で

‘

攻

肇

Ｌ
、

た

。

７
お

時

に

沼

田

小

早

川

２

罹

一
〓

ス

ｓ

れ

た

。

当

看

冨

凍

衆

に

〓

ス
る

朝

日

の

一‘

一■

ろ

壬
今

夕

“

虜

梨

ノ
‐

、
象

等

バ

ヽ
ス

亀

Ｔ

寿

■
　

‐
ヽ

し

，

ｔ

夕

日

の

・ス
携

Ａ

ｒ

と
沼
ロ

民

亡

六

脅

と

Ｌ

■
森

に
２

■
〈電

ソ

離

ほ

じ

Ｆ
Ｅ

Ｆ

Ｆ

に

ビ

三

二

伝

乙
，

（

６

・



(4)

Ｌ

■
■
夜
中
サ

ご

二
次
ス
ス
ｒ
午

ハ
曇
麦
澪
者

に
角

小
桑

戸
を

知

め
上
デ
し
出
ｔ
一号

ゴ

こ

れ

て
来

■
学

後

百

ヽ
ヒ
↑

こ
仁
な
ｓ

資

本

一鷹

と
申

す

無
ま

で
で

海

瑞

で
落
」
が
無

い
。

今

Ｌ
に
ｓ
く
モ

す

３

と
ゴ
択

ｔ

朝

け

よ

う

。

議

３
く
な

気
ぼ
二
だ
え

七
見
ぇ
Ь
。
や

ぶ
■
吉

殉

一

に

行

●
は

ｔ

う

人

天

六

Ｌ
や
ｆ

〒

動

ぶ

侍

，
■

ふ

５

ゝ

羅

に
三
て
気

ｔ

出

ｔ

ピ

３

反

Ｆ

捩

前

遅

致

す

る

に

当

フ
千

幼

『
孫

一
ろ

（
後

の

日

坂

一
部

左

衛

門

隆

も
↓

亡

人

局

義

（
小

早

川

正

一半

夭

人

）
に

預

け

る

為

ヽ

′―、
老

在

付

け
ス
行

ひ
ｔ
二

た

ｏ
デ
′ヽ‘．
軍
行

つ
た

で
あ

３

ヽ

小

ピ

全

二晨

博

■
の
事

が

気

さ
な
ソ

だ

つ
た
ｏ

二

足

た

席

昨

年

末

ヽ
沼

曰

小

早

川

家

の

相

ｔ

狩
ぐ

，
１

妻

争

小

綻

ん

な

か

つ
た

。
こ、
ヘ

に
建

侵

小
早

型

士

半

の
″
戦

死

亡

な

と
Ｌ
■

起

っ
た
。

天
六

十
二
年

ヽ
六
ハ

熱
力
に

人
ヽヽ́李

」

■

出

費

へ
塵

薯
Ｔ

尼

子

の
本

季

言

口

の
月

山

森

茎

攻

臀

」

た

ｏ

Ｌ

小

し

偽

雲

石

十

二

人

衆

の
行

六
着
こ

の
占
士
上
の

其́

れ

な
Ｓ

敗
軍

ヽ

縫

己

却

す

Ъ

緒

末

と
な

つ
た

ｏ

計警一ノ）一



No

ぞ″)

↑

告

う

た

ば

ヽ

■

択

ｔ

自

う

卜

を
も

げ
２

塔

の
髪

る

と

ぶ

一
並

ん

■

■

，

■
■

か

こ

間

，え
き

ヽ

こ

う

で

あ

る

。

　

　

　

　

一
二

ホ

博

ス

文

二

■

年

ヽ
′

こ

ら

定

で

討

江

戸

時

代

の
，初

め

誦
↑

山

陽

道

に

沼

晨
一
た
代

た

沼

田

小

早

＝

賢

譜

へ

の
菱
巨
ヽ

郡

今

津

村

な
５

御

熟

郡

三

成

村

ヽ
深

れ

二

田

坂

全

・層

と

■

の

一
荻

の
雇

で
あ
５
．

週

，

■

い

た

。

こ

楓

〓

沼

瑕

郡

高

須

村

も

御

議

郡

後

定

村

盗

置

ン

　

尾

直

亡

継

茉

原

、

も

和

、
糸

特

■

通

フ

■

三

原

に

５

混

」斤
線

が

選

来

た

ｏ

■

の

ニ

ソ
直

の

中

に

ヽ

風

景

二

き

番

□

ぶ

あ

，

■

本

一線

上

一

行

は

，

子

供

Ｅ

合

わ

せ

■

十

一貫

。

〓

テ

ー

■

の

本

原

の

者

誌

ｔ

た

漁

師

小

藷
百

坂

全

・履

の

一

荻

て

お

る

。
．峙

降

・賓

フ
た

の
■

ヽ

旅

人

が
於

Ｓ

Ｌ

き‐
養

こ

と
喧
一
の
烈

ヽ
今

の
時
間

■
午

前

日

晴

曖

・

伝

Ｌ

た

と

∵

ｌ

噺

．
　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

一分

ヌ

一
一

十

年

各

二

月

ヽ

節

旬

‘

過

‐
尾

重

と

糸

特

の

間

の

　

山

賜

線

お

り
上

き

た

日

の

早

軸

に

ヽ

一

行

１１

糸

崎

ノ．＼

口

■

糸

埼

■

■

が

あ

５

。
　

■

の

血

く
ら

、
一
幡

３

の

環

内

■

一
金
＾
フ

い

■

い

た

ｏ

線

辞

０

傷

ま

に

、

五

輪

塔

の

理

ろ

‘

ヽ
丘

晟

読

彼

等

に

、

一家

減

の

稲

村

在

櫨

ｉ
3ク ヨ コヒー510(32X22)



撻o,

・

戦 )

濃

叢

島
第

濃

二
人

壼
鷹

餞

ｔ

驚
。

二

、
通

農

卜

継

の

蒸

欝

彙
番

ヽ
静
麟

夫

畿

ヽ
畿

――‐
象
・ｒ

機

続
あ

疇

ヽ
た

つ
灘

主

蓋

出

難

難

菫

藤

翠

し

た
。

■
　

・
・

琴

ぷ

養

乳

鍮

息

子

隆

叢

、
滞

麟
赫

奮

鐸

一

零

証

霊

犠

零

〓

機

畿

の

時

ｒ
導

織

λ

蓋

↑

壌

電

裁
Ｌ諄

こ

■

”
　

ヽ

一
　

　

　

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

・・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

機

●ヽ
籍

崚
道

嵐

ゆ
麒

ま

だ
群
麟
肇
壼
警
の

議

犠

総

畿
辱

い
わ
時

ヽ
儡

や

淋
露
虚

の

議

棒

入

鑽

饉

一気

が
漁
一成

Ｌ

式

ｏ
　

一　

領

一
簿

識

麟

Λ

疇

機

、

璃

構

為

爆

ヘ

二
　

移

黒

錢

長

の

二、
与
二

遺

儀

難
農

ユ
　

興

歌

象

縦

ヽ

湾

鑽

雛

』

瀧

掛

ヽ
自

揮

戦

紋

鑢

塞

薫

こ

Ｌ
‐
ヽ
■

え

、盗

蓬

靭

一　

江

義

等

壼

牌

犠

ｔ
喪
籍

銀

賦

曇

な

一

Λ

藤

も

ず

慮

載

む

■

．
幕
一総

獄

の

犠

魔

壼

襄

弊

Ｌ

魚

。

・ス

ゴ

甕

驚

慕

薦

命

構

揮

象

篤

熱

獄

嚇

一

象

、
た
悧
機
鷺
漁
渋
響
職
。
磯

落
ｔ

）冒

ヽ

為

漂

、
ホ

翠

為

■

武

機

よ

Ｌ

■

成

こ

れ

た

ｏ

中

で

ｔ

ノ‐、
零

銀

隆

療

琴

亀

命

鑽

晨

簿ヽ

上

諄

轡

藤

機

足

在

栽

ミ

ー

渋

躍

識

の

名

難

筆

で

裁

も

１
儀

・後

式

場

it

饉

.る｀

lミ

撃

套

ず

事
やュよ

=

||:

氏・

の

F奪

|‡  らヽ
F4- 濾

tゝ 畿
,  碁
で 籍

1専 轟

念:| 1軍

イト  
｀

嚢 全

た  ヽ
ノ
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No.

露

咸
λ
重

全
晨

の
真

藤

捧

・鳥

一
詳

轟

霧

統

准

・、一

う

の

洋

ヽ

蒸

導
一
な

量
罵

・苺

で
千

ヽ
財

海

ヽ
花

角

ヽ

名

誉

理

な
ど
虚

脅

ザ

懸

ぐ

事

ム

書

ツ

■、
哺

ふ

ｏ

■
の
受

‐７

奪

ぐ

君

ボ

凝

犠

ス

上

ｃ

峙

ヽ
争

奪

ベ

避
・゙

懲

ｔ
　
■

れ

諄

・震

子

で

お

く
夕
も

が

見

轟
ル
で

一の

力

■
嗜
篭

　ヽ
藤

↓

」―、
謙

綽な
し
合
一

≫ヽ

√
′
だ

。

ス

装

り

た

く

な

↓

●

鏡
・票

電

性

轟

，

■

、
骨

肉

翁

争

鶴

進

Ｌ

ｔ
澤
≒

■

３

署

‐す

今

七

千

ス
圭

ヽ

六

を

シ
小

そ

‥

氏

く

奮
Ｒ

Ｉ

轟

て
，こ

ノ
と

還

ウ

常、
↓

譲

・

一負

濠

ｉ

選

傷

事

簿

ヽ

一人

隻

募

饗

几
よ

碁

機
構

基

重
壌

ｔ

へ
伊

民

一ｔ

ｔ

鷲琴

な

く

繰

）

▼
、　
一
〕メ
　
ヽ
華
。
　
　
ザ
・　
命
　
織
な

ふ
有

↑
、　
事
レ
処
ス
■

擁

摩

で

義
鮮
ン

継

が

イ、
■、
呻

ぶ

菫

咸

ｃ
バ
、

替

‐
二

弓
、

？

五

燕

彎

茎

Ｆ

郡

会

書

き

予

ｔ

経

今
“
し

「、
管

警民
ｔ

｛，
ぶ

ｏ

ま
自
一気

‐一ヽ

ホ

違
τ
蔵

路
一
据
（
み
、　
わ
膚
嚇

キ^
わ
ヽ

矮

一塚

甍

織

続

Ｌ

良

彎

の

晨

驚

」

舎

鍵

奉

一キ
歌

た

て

三

く

二
）
ヽ

に

と

曰
―

マ、

〓
｝
仁

裏

豊
∬

・」

始

め

た

。

梅

錠

た
一
露

ヽ

こ

ｏ

藤
ヽ

鋳

物

＆

蓬

く

の

奪

環

れ

，
ｔ

↓

准

↓

・

ミ

艤

■

■

織

く

嘆薄

森
一
０

ザス

職

、

各
■
導

す
・
３

人

機

の

は

難

ヽ

ま

ｔ，

薄

詳
‘
質

３

ボ

が
ギ

写

・

ヽ

馬

Ｃ

重
宇

ザ

マ
・

七

（
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